
46、古墳時代後期の

竪穴式住居祉群

一一余呉町桜内遺跡

北i後自動車道関巡の余呉町桜内遺跡では、昭和53年

j度の発郷調査により古t;l時代前期 ・後期iの方形周機議、

古墳時代後期の問境 ・主題棺慈及び重量穴式住居枇群等の

各遺泌が検出された。今年度も ~J査は続行中で、詳細l

な検討はできないが、一群の伎唐枇群について慨婆を

紹介したい。

桜内遺跡i主、伊吹山地の北西端を成す山E置から、西

方に徐々に流れ出た土砂が形成する扇状地上に位遣す

る。北東のF針えヒには黒岡長山台境瀞(注1)、東海の

尾線上には泉田長野古境群(注 2)が、当遺跡を見下

すかたちで対僻している。首方に目を転ずれIi'余呉)11

を隔てて賎ヶ /Ii・大岩山がそびえ、ここにもJ諮問古墳

群(注3)苦手の各遺跡が点在する。当遺跡はよれらの

古噴群が位置する尾根により形成された扇状地のほぼ

中央に位置Eし、傾斜め緩やかな平燈地に竪穴式{主懸念上

をゆ心とするよ長潟が営まれていたように見受けられる。

現在までに線認されている古境時代後期の緊穴式住

居祉は40械を誕生え、 54年度以降の純益によづてさらに

数を期すものと恩われる.また、ょの住居枇群の下宿

にはさらに時期の古い~穴式住居枇(住居士1上内にカマ

ドをもたず、須怒号号も伴わない。)が相当広範聞に逃存

することが際認されている。

さて、古tJl時代後期のこの竪穴式住居怠1:群{立大き〈

二鮮に分かれることが判明した。一つは媒悶長山の尾

般が終わるlfl.lt!!に営まれた一幹 (A訴=11綴)であり.

他方1;1:扇状地中央部付近に営まれた一群(811手=29練)

である。このニ携がiぬ水流を挟んで約 100mの附た 1)

をもって存在する。

A務

A群の各住居.!ll:1;I:、 S8-3と4とが切リ合うのを

除いてそれぞれ独立して存し、l1Zii扇形態が長方形(南

北にやや長い)か正方形を愛し、方位もほぼ一致し、

住居社内に設也されたカマドの位訟も東南隅に統ーさ

れている。又、住居右上床筒上及び筏土中より検出され

る遺物もおよそj!i:111-した時期(6世紀後半-7世紀前

余呉町桜内遺跡位置図

半)を示している，このことから A群はほぼ同時期に

存在した一群の住居担1:群とみなすことができょう o A 
鮮に属する住居祉は、 !日間道 365号線の下からもi検出

されている (S8-11)が、国道の西側からは検出さ

れず、増えてもあと数名Iiで群をなしていたと忽われる.

さきほどA幹に属する住居社附には統一位があると述

べたが、各住居祉を鮮側に見ると若干の釜呉がみられ

る。 S8-1・2・4・5は小型の住居者tであるのに

対して、 S8-3・10・11は比較的大型で、住居社内

床簡に位痕を有し (S8ー10・11)、堅商 ・カマドもし

づかりした造りである。 S8-11の東銀内側には、倒1)

板が立てられていたような痕跡も認められる。これら

やや大きめの住居枇t;l:、その周回の住居祉に対して中

心的な立場にあるもののように見受けられる.

8群

B群{主、さらに二若手に細別できょう。

8-a 鮮は B務の中で北部に位設し、{主蔚祉の平商

形態I;l:A鮮はどは四隅が鋭くなく、床箇上に焼土の広

がりが磁波.されるものの、 l羽4液な:/)マドをもたない.

柱が住居社内に立てられるむのが多い (A群の大部分

は住際社内に柱痕が認められない).さらに S8-16-

19、SB -20-21、SB -23-25のように切り合って

存する伎居祉がある。
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存する住居披がある。 使用されている.②日常使用した漢をそのまま特に利

8-b鮮は8-a詳の南方に広がり、その平面形態、 期している。③特に基・械を設定せず、住居祉税の周辺

カマドの位置、床衡に住穴がないこと等、その特徴1;1:

A群に共通すると 4ころが多い。文、 8-a群とは方位

が若干異なるが、よれはJ1l!形の彬電車によるものと思わ

れ、傾斜の鴻い方向に一辺を合わせたためであろう。

B-b群中の SB -33-361;1:、防車り合う住居右上同志が

綾:をしすぎ、問時の併存{ま不可能なことから、これら

の住居祉群もある緩I変の時期愛をもうて建て替えがさ

れたと恩われる。

8-b.il撃の各住居社内より出土している土採は長波

及び 7世紀前半頃の~.fO~総片である。 8-aft宇中の

S 8-24床商の焼土上より検出された殺は、長目前イじの

傾向1;1:示しながらも未fご長綬に1;l:3aらない畿である.

一方、先述の虫日〈住居祉の締逃は 8-a.ll宇1;1:8-b群

より dい要撲を示している。これらのことから、 B-
a 群が3群の中で一番古〈営まれ、数聞の建て替えを

行なって存続し、そのI~" B -b左手へと拡大あるいは移

行していったことが伺える。この B-b排と A鮮との

時期はほぼ一致する。

占境1時代の』集洛t構成を考える場合、聖堂穴式住.居及び

それに付属する井戸等の施設、さらに搬立柱緯造物(

高床の住居・か倉庫)併を含めた伎康成と生産活動の場、

そして誕域を包括した生活空間全体を犯援しなければ

ならない。しかし、残念ながら今固め1調査では側資総

聞の関係から、盟主穴式住辰雄群の大半のみが検出さ札

たにすぎない.

A砕では掘立住建物鮮は廓t立の不明lì(fさから~穴住

居おl:と同時Jgjのものは明らかにできていない. 8 緯で

はB-a群の北方に搬立柱建物群(数線分)が存し、

B-b.il撃にかけて南方にも栂立柱建物群が広がってい

ることが磁認され、塁王穴伎辰雄鮮の中央にはほとんど

なく、周辺それら低地i削iこ存することが明らかである。

墓域については、 A lI宇・伎居.bI:の周辺に、近江~H菱機

(注4.)を用いた褒絡事~ (主体総 ・合わせ口総)が点複

する.よれらの事実総として使われていた長漢には傑が

付婚しており、 A群住居枇内よリ出土する長波片と同

秘のものである。つま 'J.A務住居主J:で使用していた

f豊富獲を、死者を事事る械として転用したことが伺え、刷

葬品l立皆無である.司1持率Eの場合1;1:板等でままをしたこ

とが考えられる。察本官磁1;1:縄文時代以降行なわれてい

ることが知られており、近江湖北でも杉沢遺跡{注5) 

に必いて縄文晩期の幾給基が発見されている.又、弥

生時代に九州地方で終結として用いられた裂は、その

非日常的規鋭 ・使用痕跡のないことなどから、宇宙に用

いることを目的として製作されたことが伺える。一方、

当遺跡の猿絡め特徴は、時期的には古家t時代後期のも

のであり、①人体をそのまま収容できない筏皮の裂が

に埋葬している点などがあげられる。①に関しては、

53年度に調益された然関長山遺跡において、この住底

土II:群のすぐ東方斜而上に、火事事痕跡と思しき草壁群巡憐

が検出され、その様層の下には焼土・炭が存し、後片

等の遺物も出土した。これと(長)線総書長とを即座に

結びつけることはできないが、時期的には近いことか

ら、一旦火線にふした後に夜中官義へ再毒事したと考える

ことも可能である.京都市双山では、方墳の主体制iに

結として長裁が使用されている例(注6)もある.し

かし、②の点や、従械の大きさから幼児結とするのが

妥当なところであろうか.

以上、昭和53年度の鯛交の結来、検出された古喰時

代後期の盟主穴式住居社務について簡単に述べてきた.

重量穴式住居祉のみの検出であリ、袋詰寄金体を犯縫する

ことはできないが、この l時期の一つの集~喜(あるいは

一集団)の主主リ方が伺えるように忽う。

'*住居社内にカマドをもち、各々独立して食生活を

営む数戸~数10戸の単位家族が、その中の特定家屋を

中心に一つのまとまりを形成する。そして、織立柱群

を倉庫とすれば、この念ml若干・{立集落の周縁部にかたま

って存在し、集落全体の管理のもとに滋かれていたの

であろう.つまリ、日常生活は個別的に行なわれても、

生活全体からみれば、集団に規制されている機子が伺

える，

54年以降は本年度jU.¥Jjf.区j設の*燐地械をi調査する予

定であり、本年度検出遺構と関逃するi世構が検出さ札

ると予知.され、より泣跡の性;絡が明憾になると期待で

きょう。(石原巡洋)

(注1)昭和531f6月-11月め発術調査により、弥生

時代末期の方形周1i'lj.:g及びi5t.l:t時代中j腕の古

車t鮮当事が明らかにされた。

(注 2)昭和531f9月の発搬調進により古墳時代中期

の方墳、及び後期の機穴式Z守護をもっ古吸が

明らかにされた.

(詮3) r滋A県遺跡自主主』昭和40年 滋1W.教脊委

只会一一分布調:'l'tの結袋、 11訟の氷結泣事事績

の存:fEが砥飽きれ、各々が周鴻を Lつa

(注4) r宮司・十墨遺跡、5老婦Wll悲報告ß~J 1977年

長浜市教育委員会 付総「いわゆる近江ffo.'l長
竣につれてJ

(注5)京都市東山花山火葬場若手袋境中の方.tftのl基。

近江型長畿を徽たえて図面をおで倒った主体

部を有する。 1977年 京都鹿蔵文化財研究所

調査。

(注6) r滋賀県史跡調悲報告1J r有史以前の近江」

1928年
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